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評 価 に よ せ て

夏休み目詢の暑い土曜の午後のことである。息
子の野球の応援のため小学校の校庭に出かけると.. 
幾人かの子どもたちが直貝室をのぞきながら「あ
っ、あゆみだ。あゆみだ。」と声をあげていた。
机にのせられてある「あゆみ」を見つけたのだろ
うか、幾人かの先生の姿が見られたが「あゆみJ

• I をつけておられていたのだろうか。

この時期、』［師は子、どもたちに少しでも良い成
績む少しでも励ましを·ヽ·'と多大なエネルギーを
使う。また子どもたち、も、親たちも胸の高まりを
もってそれを手にする；
ところセ今年は私自身も評価をされる立場にお

かれてしま·'?た。大学院設立のためである。当然
のことながら職場では設立の賛否をめぐっての話
し合し．沙がもたれた。そp霞よく話題になったこ
とは一体審査の基準は何かということであっrこ。
その折り、評価の困難性と Cヽうことで私が思い浮
かべたのは夏木悠介の次のエピソ.:...ドであるーよ
．．「アフリカの原住民に衛生思想を普及するため
の啓もう的峡酉をみせたあと、：『あなた方はこの
映国で何を見ましたか』と質問すると、 30人ほ
どの回答者はすべてただちに『ニワ・トリを見た』
と答えた。嗅画を見せたイギリス人たちにはそこ
にニワトリなど写っているおぼえはない。念のた
めにもういちどひとこまずつ注意深くみてゆくと、
ある場面でニワトリが酉面の右下を横切ってゆく
のが写っている。原住民たちは彼らが園心を持っ
ているこのニワトリだけを『見た』のだ。一方、
映画を見せた鯛では、だれひとりニワト I] などは
9見て』いなかった。」 （『気流の嗚る音ー交響
するコミューン』・｀筑摩書房、 197 7) 
つまり私たちは同じものを見ても、同じものを

見ていない（同じく見ていない）ということ、ま
た一．面的にしか（『図」を見て「蜻」を）見てい
ない鱗向がつよいということである・ 「～学派J
r·一識謙」という言葉があるが、これはスクール

• (s~·cf h o o 1) ということであり、ある一つの
．（考えの）の醇れということである•ある群れの
立場から儲の群れの考えを相手に不利にならない
よう．評価することは國躊な作業となる。 ．・
緒畢とじて文饂書へ縄出を求められたものが園
匿薔、業蛾ー買表であり、槃編については躙物の

理事北海道教育大学助紋授．佐藤．有
コビーも求められず著酋・論文名出版社、出版
年月の明記ということであった。 .,. _• 
では一体何をもって評価するのであろうが。欝

士号の有無、著苔の有無； 20本以上の論文数、
最近5年間の業績ら＇、学会誌•中央の雑誌への論文
数といった中で幾つかの条件を満たすことょ．とい
うことらしい。内容を読まないのであるから一面
的・形式的な評価基準によっていると考えざるを
えない。,_. ; 
ところでさまざまな可能性を秘めた子どもたち

に対しては一面的•形式的評価があってはならな
ぃ；、・だがじ繰り返し’になるが人を評価するという
ことは容易なことではない。•: :.. ;,• ;•,‘· (iヘ

先にあげたような．｀・評価者間の観点の相異だけ
でなく．鴫ある評価者に焦点をあてたとしtもであ
る。例えばある部屋に花瓶がおいtあるとサる。
だがその人はいつも同じ花瓶を見ているの·ではな
ぃ．その人はいつも全く同じ位置に座り屑じ視点
から見るということはありえず..また同じ自然条
件（明るさ、暗さ．）で見ることはないからであ
る。見る人自身が変化しつつある存在であるから
である。これが花瓶ではなく子どもたちの場合、
活動的であり、刻々と変化する．さらに教師と子
どもたちは相互に作用し合う：~:きわめて雑多で混
質的な（見方によっては豊かな）世界となが：
雑多で混質的世界故私たちは分析という方法
で、評価領域に適合する（と思われる）諸要素を
抜き出したり.~;'それらを相互に関連づけることに
より評価領域固有の場を習め、•t'数量化をおしす
すめる。が同時にそれは~現実の総体としての一
人ひとりの子どもの世界からの遊薩、仮脱的世界
フィクションの世界への移行ということである。
（そこは等質のまとまりをもった操作に繹合のよ
い世界ではあるが。）そこでいまいちど現実の雑
多で混質的な世界へとたちもどることを要請され
る。

そうしたことを承認してのことだが、果たして
「等身大」の評衝ということはありえるのだろう
か。おそらく否であろう。それでよいのかも知れ
ない。一人ひとりの可能性を伸ばすようなズレを
含んだ評僅であるならば． り

I. 、
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I 第 7回全個教連夏季研修会
I 
（テーマ】 新指導要類と個性化教有のあリ方 (1り］日】平成3年 7 月 25日（木

岸小学校・．上野小学校

をもとにした提案がされ

メイン会場に、 5 つの講蔀．課閣研究協詢・分科 た。これは日頃の悩みの解決につながる興味深い
会・施設見学・懇親会などが行われた。傍さの厳 内容で、質問も多く出て活発な話し合いが行われ
しい中·ヽ・全国から 1 0 0 名を越える参加者があり た。

熱気に満ちた話し合いが繰り広げられる充実した

3 日間だった。

ー第 1 A (2 5 日午後）ー一

■講梱① • ・「個性化教育と教師の役割」

北海道教育大学助教授佐藤 有先生

まず、 「教える」という行為の見直しを求め、

「学習者の活動援助型教師．l であるべきだとい

う。また、専門家としての識眼ー一存在するもの

と存在するかもしれないものとの関係を可能性の

うちにとらえるカー：を接うこと、さらに、潜在
カリキュラムー公正さ、ユーモア、明るさ、若
さーにも配感する教師でありたいと話された。

朧講演② 「個性的成長をめぐって」

名古屋大学助教授液沼茂先't

まず、個性を「主体性Jと「主観性］に分けて
とらえ、生き力、経験の流れ、出合いといった形

で偲性的成長がみられるという。続いてアメリカ

のカリキュラム改造述動にふれ、クイラーらによ

る「行動目揉」の設定は、実は問俎解決力といっ

た高次な能力を測りたいという願い’から始まった

もので、プルームらの解釈と日本への導入は人間

叫el性的／紅．mをあまりにも叫［な：｛道）主毀的なも
d) へと導いていった、と指摘された，9

・映臨iit究協議 《学営環境について》
提案裔‘並木康 1戌先生（神奈川・太磯小）

認li[I茂和1先生（東京・・精巌Iヽ）
松田卑苗先生（千銹・酒井祖東小）

人的毀壊として・ティームーデ（ーチングの良

iさや実践するにあたって0)留意点、地域救育力0)
：活 l［！ついて、物的即位として．児砲が働きかける
！学習疫壕・児愁iこ{f』，きかける学習田境．空き教室

第 2 日 (2 6 日）

［午前］ ●自由研究協議

《第 1 分科会》 個人で取りくむ個性化教育

提案者石沢寿子先生（宵森・北陽小）

加藤 勇先生（埼王・亀井小）
谷口育史先生（兵廊・節ケ丘小）

ポランティアを学級で活用した学習、ワークシ

ートなどを使った学級での個別学習についての実

践が報告された。個人で取りくむ上での苦労話も

出されたが、前向きな姿勢で取りくんでいる先生

方の熱意が伝わってくる内容だった｀｀

《第 2 分科会》学校ぐるみで取り＜む個性化教育

提案者静岡•初倉南小学校

福島・岩江小学校

山梨・龍王東小学校

児詔が自ら学んでいこうとする力を育成しよう

と学校全体で取りくんでいる研究の様子が、様々

ム下――:,· -, ~‘』 ル．力：t．9 :こ~•‘`:`... •こ

紅i u 、I:.伊（•小学校iどc
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《参加者の声》

今回大変多くの方から臨組をお寄せいただきま
した。ありがとうございました。

参加された方は碕像会を思い出しながら、参加

できなかった方はどんな研修会だったかを知る参

考として御覧下さい。

現在 1 年生と 3年生の 2 名そして私、 3人だけ

の分校生活をしています。数が少なくて理想的な

教育・学習ができますねとよく言われます。でも

敦授・画ー化の教育に慣れた頭と体はなかなか転

換できません。個性重視の教育・学習が叫ばれ続

ける中で、全国で活躍されておられる諸先生の実
践．．研究に触れさせて頂き＂今までの私の実践や

子供に対する視点も再検討せねばと思っておりま

す。私自身の発想の転換の第一歩となりました。

まずは“たった二人―の子供を前にしての実践

に取り組みたいと思います。

山形県． 雨田孝先生

夏季研修の内容が、課題研究（人的、物的ソフ

ト、物的ハー・ド）、自由研究、施設見宇講演、

討議と多様、｀で、数多い研修会の中でも特に有意義

なものの一つだと思います。東北地区から 8 名な

のでもっと広報活動に力を入れ、多くの若い先生

方に参加していただきたいと思います。
秋田県 佐藤真先生

れだけできているのだろうかということを考えな

がら三日園を過ごしました。

千葉県 栗原裕一郎先生

3 日岡でティームティーチングの話や先進校で

の研究についてなど、これから参考にしていこう

と思うことがいろいろありました。

オープンスクールというのは校舎の形簸だけで

はなく、個別化・個性化を目ざした学習法である

ことがわかりました。この 3 日間で学んだことを

これからの自分の実践に少しでも生かせたらと思

います。

千葉県 山田恭子先生

本年度新設されたオーブンスペースを有する本

校に君任し、今日まで施設活用・授業のあり方に

ついて迷い悩んで来ました。この研修会に参加し

その迷いや悩みが少し解消されました。広いスベ

ースを活かし＂もっと児童にいろいろな活動をし

てもらえるよう自分自身工夫をするとともに児童．

にアドパイスしていきたいと思います。．

千葉県 消田成子先生．．，

高浦先生や佐藤先生のお話を伺い生活科で個性

化教育を推めようと強く思いました。子ども中心

主義ということを考えれば、そうしなければとも

思いました。スライドや映像での発表はとても身

近なものとして受け取れるのでありがたく思いま

した。 3 日間で固定概念が少しやぶれるような思

私の勤める学校も個性化、個別化の研究に取り いにもなりました。

くんだばかりですが、あらためてその重要性に気 千葉県 中嶋田鶴子先生

付かされましたb・た日頃いかに生徒たちの力の一面
しか捕らえていなかったか、あるいは教え育てる

ということの意味の深さをいかにとらえていなか

ったかを反省させられました。今後微々たる力で

はありますが学校へ子供へ還元できるよう頑張り

たいと思います。

埼玉県 進藤康秀先生

各国の学校の様子を知る事ができ..とても貴重

な経験でした。

子ども一人一人を大切にするということは頭で

わかっていても．毎日の学校生活の中で自分はど

2 日目のオープンスクールの見学が、自分にと

っては大変印象に残りました。また、個別化・個

性化ということが全くといっていいほどわからな

かった自分にとって、一筋の光が見えてきた思い
です。できれば児童の活動する姿も見られればよ

かったなあという思いです。

千葉県 矢部哲男先生

今回個性化の研修に参加し感じたことは「これ

からは個性化中心の教育になる。」と常々岡いて

いたことが、もはや定着しつつあり、そうしてい

. ... 
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かなければならないということが明らかになった

ということである。本校にもワークルームと呼ば

れるスベースがあり、これをいかに活用するかが

課厖となっているが、実践校の様子を見せていた

だき「これは何とか本校にも活用できそうだ。」

と思われるものもあり、また、ファイルでの資料

保存の仕方地域の人々の協力の得方など大変参考

になった。 干葉県 田遥尚子先生

．大変有意義な 3 日間でしたが特にオープンスク

ール・インテリジェントスクールの見学と高浦先

生に伺った「生活科の評価」のお話が興味深いも

のでした。この研修で学んだ若い目で見た学習者

中心主義、個性尊重の様々な試みを是非自分の学

校に投げかけていきたいと考えています。．’••
•• i. C...e sー：3... ・・東京都．．． ．石川 和広先生

1..:、""':....;··•：と虫·: ~.}—·, ` ｷ; i ;... ;,.. 

i教育を変えよう変えよう•と現場ではお互いにロ

ぐせにしているのに、いざ何をどのように切り込
むか具体的なイメージがわかないのが現状だと思

います。加藤先生、高浦先生、若い先生方の実践
記録等を読ませていただき｀目前の雲が晴れた感

じがしました。またこの度の研修会から一層確信

いたしました。

東京都 小林和子先生

どの講演内容もこれからの実践に大変参考にな

りました。なぜ個性化教育を推進しなければなら

ないかをもっと研修し実践したいという課題もい

ただきました。学習環境作りやT. T の組み方、

自己評価の手だてなど今かかえている沢山の課題

に対しても同じように悩んでいる課題であること

がわかり大変参考になりました。

神奈川県 鈴木マリ子先生

中学では「生徒理解を基本として」とよく言わ

れるが、その言葉が日常では表面だけで流されて

しまっているのではないかと思う。この 3 日間の

研修に参加し、その言葉の真の意味を再度確認し

た。その中で個別化、個性化教育というものは、

これからの私にやりがいを与えてくれた感じがし

た。 こ・ 神奈川県 稲葉茂先生

初めてこの研條会に参加させていただきました
が、研究を達めておられる各校の実践発表は、本
校の研修との共通する部分もあり参考になりまし
た。研惚の進め方や研修組織についての発褒がよ
かったと思います。 3日目の瞬浪では日頃闘けな

いような先生方の話を固くことがで羞・よい饂強．
になりました。もう少し緞演を岡く時間が長くて
もよかったなと思います。

山口県 中村真理子先生

学年、学級、個人の作る資料はたくさんある。．

それをいかに積み上げ引き継いで活用していくか＇•
1 学期に話し合いをもち、フ．，アイルを学年ごとに
そろえた。が私有財産的な資料を出したがらない .. 

雰囲気がある。みんなを納得させえそうなお話・：．．
資料に出あえて大変有意義でした．0 ．．；．．．．釦．

インテリジェントスウー化生涯教育では「百
聞は一見にしかず。：Jさを実感，～・・

オープンスクールの世界の流れにふれ．スライ

ド等で学べたことも大変iよかったです。

沖縄県 泊俊子先生

人的環境からの発表、物的環境からの発衰は、
私達の環壊からの個別の可能性を広げて・くれたよ・
うな気がします，内容から学ん：だものを自分の活
動のヒントにできればと思ってかまず。最後に．；・
個別とは新しいこどをどんどん導入するの．ではな
く、子どものために大切なものを用意して｀あげる
ものだと思いました。

沖縄県：佐次田誠先生．
マ・｀

自分がこれま、でもっていた教育観・学習観敷．
師観がガラガラ音をたて．てくずれるぐらいのカル
チャーショックを受けた研修会でした，
いい先生とは？勉強とは？疑問で頭の中がいっ . 

ばいです。小さなす逹間からのぞいていた世界に・1 t 

ドアを開けて外に出されたみたいにとまどつてま
す。保身にならずに、この研修会を期にかわりた
い。 沖縄県 屋嘉比邦昭先生

（誌面の都合上、全文は記載できませんでした。

ご了承下さい。）
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な実践ボ例をもとしこ報佑•された。自 Ih 学iりや課姐

解決の学習、•ム虹礎的なスキル学習、）＇がギ令染1•j]活

動など腔味深い内容だったn

《第 3 分科会》 中学校における個性化教育

提案者変知．」：野中学校

埼玉．．城北中学校

城北中の発表は教科指導に、上野中のそれは特

活領域に焦点がおかれ、二つの発表を通して今日

の中学校における個性化教育のあり方が浮かび上

がった。例年になく .3 0 名の参加者があり、関心

が中学に移りつつあることがわかる。 2 年後に新

学習指導要領一ー教科での波形の運用と選択教科

の導入—一の実施をひかえ、私たちとしても中学

校における個性化教育のあり方に関心をもち、全

国的な拡がりをめざしたい。

［午後） ●施設見学

＊オープンスクール く根岸小学校＞

3 年生のオープンスベースで、オープンスベー

スを使った授業の計画・準備・授業の様子をピデ

オで見たり話を聞いたりした後、校内を見学し

に 4 クラスずつの各学年のオープンスベースは

年間述して掲示し完成させていくものもあるが、

おおかたは単元によって活用ガ法が変化する。学

習環境の充実という面でも大変参考になる見学だ

った。

＊・インテリ竺王ントスクール く上野小学校＞
オープンスクールと同様学習•生活の個別化

個性化を実現する施設であるとともに、生涯学習

の拠点としての施設でもある。また、高度情報機

能を取り込んだ施設であり、人間的で豊かな生活

応境としての施設であるという特徴もある。今年

4 月に落成したばかりの新しい佳物↑ふ併設され

ている社会教育センクーのホールで学校の概要を

梢1いた後、校内を艮学し応．様タ・な試みを目の器，．、:,
1―ーりにし、新鮮な惑勤どともに「これからの学校
のあり方．I.につ喜考えさ・・せられた見学だっ l：： u

（インフォーマル·入ク・ル） （I) 入ライドを沢 IlI

見せていただいたc t}っして•袋iitという，沢ではな

いが、千どもたちの立場から作られたいろいるな

空間は、実に見事であった。イギリスにおける長

い伝統を知らされた。

-—第 3 日 (2 7 日午前）—―― • 

園講涼④ 「生活科の評価について」

oo立教育研究所至長 高柑i 勝義先生
なんといっても·｀生活科の評価は大きな問題で

ある．姦浦先生は l 0 月に黎明恋房より『生活科
のための評価の進め方』という本を出きれる；今
回も、指導と評価の..:_体化など生活科の評価に対
する考え方について具体的に話されたc なお、秋

には本会で、高浦先生を中心として、 『生活科の
評価』について研修会をもつ予定である。さらに

深まった話し合いができると思う。 : 

鵬講涸⑤ 「今日における『単元学習』の

意義と課題l

東京大学助教授．佐藤 学先生
上野淳先生がイギリスのオープン・スクールの

スライドを沢山見せて＜れたが、．偶然にも、佐藤
先生はアメリカのオープン·スペ・••ス(})スライド

を沢lu見せてくれた。そのさい、スベースでの

「学習環境」の構成の様子を丹念に見せていただ
いた。オープン・スクールは欧米においては衰退

のガ向にあると言われながら．実は、 「いいオー

プン・スクールはやはり健在である」ということ

を確信させてくれに先生の足をつかった情熱的

な取粘に脱帽した。

園譜涸® .:「新区、ヽ学校建築J • 

.. ．・東京都迂犬寺助数、授 ｀J.:座f'・沖先牛． ：．；メ」
インアリジ．ェ．．ジfウ＾スウ丈•し凶記号、の上野小学校 i 
”ばらしい会湯でお話を聞くこどができた.. . 
上野小学校の建築fit即）ねらい、建号五•セス，

に．~;、いてお 1iil きするととも｀i:：、先生が長年に設ゥ•.· 'を｀巴円目□累因茫ー一ーーマア．
て l{Y.ってこられたイギリう匂オ・・・プン・スクール . ．；粁·1-i目 湛前（o• 佐藤 学先生

• .-—-- .. --•—----~--— ー・―--•ー一ー·--. --• -----• 一 ・ __ 
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令◇◇令令韓国のオープン教育令◇命令◇

韓国からも泳薫国民学校長の朴性芳先生が 3 日

間参加して下さった。 1 日目には、課題研究協議

の後特別のプログラムとして韓国のオープン教育

の様子の議演をしていただいた。

今年 4 月「韓国オープン教育研究会」が発足す

るまでにいたった韓国でも、•ここにいたるまでの

道のりは長かったようである。現場の先生方が、
試行錯誤しながらオ＿ブン教育の良さ・大切さに
気付いて意欲的に実践してくれるようになるのを
朴先生は何年もかけて見守ってこられた。こうし
た韓国のオープ｀々教育の経過や現在の様子を話を
聞いたりピデオを見たりし、感動的で有意義なひ
とときだつた。 ・

監 査成田幸夫（愛知上野中学校教論）
事務局長坂 恒雄（愛知緒川小学校長）

* 尚、全国と九州の新理事の方々の訂正は今回
記載できませんでした。名簿（平成 3 年度版）
に訂正して記載してありますので島そちらのほ
うをご覧下さい。名簿は 1:.0 月に発送の予定で
す。
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前号で新理事のお知らせをしましたが、その後

変更および訂正箇所がありました。
東海個研では下記の方々が新理事に決まりまし

た。よろじ．ぽ願いいt·；．します。

会長新美一成（愛知東浦町教育長）
國会長村田武男（静岡•島田市教育長）．．
JI 吉村 豊（岐阜・池田小学校長）
JI 佐野文治（愛知弥富北中学校長）
理事青木克夫（愛知稲武町教育長）
JI 金田喜兵衛（愛知稲武小学校長）

II 田口芳宏（岐阜東白川村教育長）

JI :蔵角秀吾（岐阜大垣北中学校長）

99•:. :．；岩間隆：義（岐阜・揖斐9I消屯t長）
”・ ・餓~-::,_:._:・茂．（静岡；初倉南小学校長）
り．．：：鑽面［智論゜（静岡・．．：：初倉小学校長）

，・・］．：·. •:..f苛．衣翠治．．．；（静岡；1・六合中学校長）
：ダ．、ぎ：羞忍揖畜彦．に遁； • •第一小学校長） . 
”...．．．臨谷．． 信（愛知•:＼．片莞小学校長）、．．．：

,i 安藤 撃（愛知卯ノ里小学校長）．：．．
,9 榊原七太（愛知石誤西9l'、学校長）
II. 魚住忠久（愛知教育大学教授｝
II 竹内通夫（金城学院大学教授）
”•野村鯉吉（前常磐稟小学校長）

監査椴山謡二（愛知森岡小学校教除）

全国各地から大勢の方々に参加していただき、

第7 回夏季研修会も盛況のうちに終わりました。

今年の夏の中では大変暑い•3日間でしたが｀そ
の暑い中皆さん実に熱心に耳を傾け．話し合い｀

見学されていました。個性化教育を新鮮に真銅に
受け止め、これからの実践に生かしていこうとい：’
う意気込みが（参加者の声〉 （別紙）からも感じ

られました。これは、今回研修会を運営してきた
事務局としても大変うれし•ttことゼす。．．．．：」．＾・、＇

講師の先生・提案者め先生泣運営のお手伝いを
していただいた東海個研・九個研の先生方、その
ほか多くの方々にお世話になりましたヽ皆様のご
厚意ヽ•こ心＇より感謝いたします。
・来年の第8 回夏季研修会は、沖縄で行う予定セ
す。是非またご参加下さい。

本年度の会費（個人SOOD円、団体5000円）
未納の方は．：至急納入願います。
口座番号東京0-194394

加入者名 全国個性化教育妍究達盟

〈事務局への問い合わせ・遠絡先）

〒 114 東京部北区赤羽南1-16-2-504

庶務邸長佐久問茂和

言03-3903-、780
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